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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向を踏まえ、平成 15 年 5 月 7 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしま
したのでお知らせいたします。

記

１．16 年 3 月期連結中間業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 9 月 30 日）
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当期純利益
前回発表予想（Ａ）

（平成 15 年 5 月 7 日発表） 56,000 400 220

今回修正予想（Ｂ） 51,000 400 △  1,100

増減額（Ｂ－Ａ） △  5,000 － △  1,320

増減率 △    8.9 － △  600.0

（ご参考）
前期（平成 15 年 3 月期中間）実績 55,783 657 420

２．16 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 9 月 30 日）
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当期純利益

前回発表予想（Ａ）
（平成 15 年 5 月 7 日発表） 15,000 150 140

今回修正予想（Ｂ） 11,000 0 △  　850

増減額（Ｂ－Ａ） △  4,000 △    150 △    990

増減率 △   26.7 △  100.0 △  707.1

（ご参考）
前期（平成 15 年 3 月期中間）実績 17,256 120 205

３．16 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日～平成 16 年 3 月 31 日）
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当期純利益

前回発表予想（Ａ）
（平成 15 年 5 月 7 日発表） 127,000 1,500 870

今回修正予想（Ｂ） 115,000 1,300 △    600

増減額（Ｂ－Ａ） △ 12,000 △    200 △  1,470

増減率 △    9.4 △   13.3 △  169.0

（ご参考）
前期（平成 15 年 3 月期）実績 122,515 1,380 766



４．16 年 3 月期業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日～平成 16 年 3 月 31 日）
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当期純利益

前回発表予想（Ａ）
（平成 15 年 5 月 7 日発表） 37,000 580 380

今回修正予想（Ｂ） 30,000 300 △  　700

増減額（Ｂ－Ａ） △  7,000 △    280 △  1,080

増減率 △   18.9 △   48.3 △  284.2

（ご参考）
前期（平成 15 年 3 月期）実績 39,441 362 306

５．業績修正の理由
（中間期）
　売上高につきましては、ビデオゲーム事業は前期に引き続き市場自体が低迷する中、ビッグタイ
トルの不足等により苦戦を強いられております。当社グループの中核事業であります玩具事業は堅
調に推移すると思われるものの、ビデオゲーム事業の不振をカバーしきれないと思われるため、当
初の予想を下回る見込みとなっております。
経常利益につきましては、ビデオゲーム事業が売上高の伸び悩みにより苦戦を強いられており、

単体では当初の予想を下回る見通しですが、連結では玩具の製造子会社が貢献し、ほぼ当初予想通
りに推移しております。
当期純利益につきましては、景気低迷が長期化しているなか、将来のリスクを徹底的に縮減する
ことにより盤石な経営体質を確立し、次年度以降の収益力を強化するために会計方針を変更し、退
職給付会計における会計基準変更時差異等を一括償却致しました。また、金融商品会計による減損
処理（投資有価証券評価損）や遊休資産の売却、滞留在庫の処分等で特別損失を約 22 億円見込み
ました。

（通期）
　映像関連事業におきましては順調に推移する見通しでありますが、玩具事業はリード商品の不在、
ビデオゲーム事業は中間期に引き続き市場全体が低迷すると予測され、単体・連結ともに売上高、
経常利益とも当初の予想を下回る見通しです。
　当期純利益につきましては、中間期に予定している特別損失の計上により、誠に遺憾ながら赤字
決算になる見通しであります。
今後、事業効率の向上および経費の節減に努め収益構造の改善に努めてまいります。

＜特別損失の主な内容＞
（単位：百万円）

単　体 連　結

中間期 通　期 中間期 通　期

退職給付費用 120 120 250 250

投資有価証券評価損 70 70 290 290

固定資産除売却損 250 250 560 560

商品評価損 1,100 1,100 1,100 1,100

（注）業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は、今後様々な要因によって予測数値と異なる場合があります。


